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阪急京都線（摂津市駅付近）連続立体交差事業
【便益の内訳】

※国土交通省「連続立体交差事業の費用便益分析
マニュアル（案）」（平成20年11月）より



阪急京都線（摂津市駅付近）連続立体交差事業
【道路オーバーパス（図面）】
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阪急京都線（摂津市駅付近）連続立体交差事業
【道路オーバーパスの事業費】

踏切名 備考

踏切幅員 交通規制 規格 事業費（百万円）

― ― ―
４種３級
Ｌ＝６７０ｍ、Ｗ＝１２．２ｍ

6,450

坪井踏切 ８ｍ 大型通行禁止
４種３級
Ｌ＝６７０ｍ、Ｗ＝１１．７ｍ

5,708

産業道路踏切 １０．２ｍ なし
４種２級
Ｌ＝９２０ｍ、Ｗ＝１２．２ｍ

7,770

乙の辻踏切 ２．８ｍ 車両通行禁止 ― ― 事業費算出対象外

千里丘踏切 ７ｍ なし
４種１級
Ｌ＝１１３０ｍ、Ｗ＝１２．２ｍ

17,076
（都）太中線Ｌ＝２５０ｍ，Ｗ
＝８．２ｍも立体化

千里丘上２番踏切 ３ｍ 軽・小型特殊限定 ― ― 事業費算出対象外

合計 37,004

踏切の状況 新設道路（オーバーパス）

※鉄道と交差する都市計画道路３本（うち１本は新設）、現道１本をオーバーパスした場合、事業費は約３７０億
円であり、連立事業費約３７５億円と比較して同程度となる。しかし、道路のオーバーパスは、単に自動車交
通流の円滑化を図るものとしては有効であるが、駅周辺の既成市街地での立体交差となるため、新たな地
域分断が生じることや高架橋直近の交通に制約がかかること、さらには歩行者等に上下移動の負担が生じる。
一方、連立事業により鉄道を高架化すると、上記課題が解消されることに加え、鉄道により分断された地域の
一体化が図られ、周辺のまちづくりとあわせた地域の活性化が期待できる。
よって当地区では連立事業を採用する。



【（参考）摂津市駅周辺まちづくり計画図】


